
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,050
男 2,852　女 3,144　　合計 5,996

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 545	（ 9.1％）	 15	〜 64 才	 3,382	（56.4％）
	 65	才以上	 2,069	（34.5％）

20年勤続　江橋信彦さん

市民サロンでのバザー

三
月
四
日
（
日
）、
新
荘
市
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
新
荘
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、 

暖
か

い
晴
天
の
な
か
、
延
八
百
人
の
地

域
の
皆
様
が
参
加
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
会
式
に
続

二
月
二
十
三 

日
（
金
）、
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
水
戸
市
民
の
集
い

が
あ
り
、次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
永
年
勤
続
町
内
会
長
・
自
治
会
長
ほ
う
賞

　

❖
二
十
勤
続

　
　

江
橋　

信
彦
（
常
磐
小
路
）

　
　

川
村　

和
雄
（
砂
久
保
町
一
区 

）

　

❖
十
五
年
勤
続

　
　

仙
波　

正
之
（
常
磐
町
二
丁
目
北
）

　

❖
十
年
勤
続

　
　

鈴
木　
　

進
（
栄
町
２
丁
目 

）

　
　

五
十
嵐
富
雄
（
八
幡
町
14
）

　
　

長
谷
川　

武
（
寿
町
一
区 

）

　
　

安
斎　

誠
一
（
緑
町
一
区
）

◎
市
民
憲
章
ほ
う
賞

　
〈
善
行
賞
〉（
歩
道
等
の
清
掃
作
業
）

　
　

小
網　
　

昇
（
末
広
町
１
丁
目
）

第
二
十
二
回
水
戸
市
民
の
集
い
・

交
通
安
全
市
民
大
会
開
催

き
利
用
団
体
十
三
の
発
表
会
が
行

わ
れ
、
小
会
議
室
で
は
指
圧
体
験

教
室
、
和
室
で
は
石
州
・
裏
千
家

茶
道
、
市
民
サ
ロ
ン
で
は
バ
ザ
ー
、

駐
車
場
・
調
理
室
に
お
い
て
十
品

目
の
模
擬
店
販
売
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　最

後
に
、
ホ
ー
ル
に
お
い
て
バ

ザ
ー
な
ど
の
収
益
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支

部
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
満
場
の
な

か
、
特
別
賞
か
ら
十
等
賞
ま
で
の

数
多
く
の
賞
品
が
当
選
者
に
渡
り
、

盛
り
上
が
り
の
う
ち
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

ホールでのお楽しみ抽選会

新

荘

ふ
れ
あ
い

ま
つ
り

善行賞　小網　昇さん
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発表会等の一部紹介

一
月
六
日
（
土
）
午
後
、
新
荘
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新

荘
地
区
の
合
同
新
年
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
新
年
会
は
、
新
荘
会

主
催
の
も
と
新
荘
地
区
の
各
自
治

会
団
体
役
員
等
が
合
同
で
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
市
長
は
じ
め
来

賓
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
会
場
い
っ
ぱ
い
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
一
般
の

方
も
増
え
例
年
を
越
え
る
七
十
四

名
も
の
多
く
の
方
が
参
加
し
、
大

変
賑
や
か
な
新
年
会
と
な
り
ま
し

た
。

ビンゴゲームを楽しむ参加者の皆さん

ダンススポーツ フォークダンス コーラス

和宝会（連吟・仕
舞） 童　　謡 メネフニ＆パカラ

ナ（フラダンス）

歌の花クラブ（合
唱） 太　極　拳 邦楽研究会

裏千家茶道 模擬店（エコクラ
ブ参加の焼きそば

）
模擬店（肉まん・

あんまん）
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平
成
三
十
年

 

新
荘
地
区
合
同

新
年
会



新
荘
小
学
校
防
災
訓
練

十
一
月
八
日
（
水
）、
新
荘
小
学

校
児
童
の
防
災
訓
練
が
ア
リ
ー
ナ

（
体
育
館
）
及
び
校
舎
前
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
防
災
訓
練
は
、
児
童
の
防

災
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
避
難
訓
練
、

炊
き
出
し
体
験
実
習
、
防
災
講
話

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
炊
き
出
し
体
験
実
習
は
、

ア
リ
ー
ナ
で
児
童
が
班
毎
分
か
れ

て
炊
飯
袋
を
製
作
し
、
こ
れ
を
支

援
要
員
が
校
庭
で
の
大
型
ガ
ス
釜

で
炊
き
出
す
も
の
で
、
今
年
で
四

回
目
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
新

荘
会
、
新
荘
女
性
の
会
が
支
援
に

あ
た
り
ま
し
た
が
、
班
に
よ
っ
て

は
児
童
上
級
生
が
自
主
的
に
炊
飯

袋
の
グ
ル
ー
プ
作
業
を
進
め
て
お

り
、
大
変
練
度
が
向
上
し
て
い
ま

す
。　

一
月
二
十
九
日
（
月
）、
新
荘
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

三
十
名
が
参
加
し
、
遊
び
な
が
ら

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
認
知
症
４
５
６
（
す
ご
ろ
く
）」

ゲ
ー
ム
を
、
中
央
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
指
導
員
の
も
と
体
験
・

実
習
し
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、

サ
イ
コ
ロ
を
回
し
て
コ
マ
を
進
め

な
が
ら
認
知
症
の
症
状
を
疑
似
体

験
し
て
い
く
も
の
で
す
。
水
戸
市

が
昨
年
四
月
に
制
作
し
普
及
を

図
っ
て
お
り
、
全
国
で
も
評
判
に

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、

体
や
頭
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
好

評
で
し
た
。

詳
し
く
は
中
央
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー（
電
話
：
３
０
６
ー

９
５
８
２
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。認知症456（すごろく）ゲームの体験・実習

 

十
一
月
二
十
八
日（
火
）、
東
京

消
防
庁
本
所
防
災
館（
墨
田
区
横

川
）で
、
四
十
二
人
が
参
加
し
防
災

シ
ア
タ
ー
や
、
煙
体
験
・
地
震
体
験

コ
ー
ナ
ー
等
を
研
修
し
ま
し
た
。

防
災
シ
ア
タ
ー
で
は
主
に
都
市

直
下
型
地
震
を
テ
ー
マ
に
迫
力
あ

る
映
像
を
視
聴
し
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。
い
つ
で

も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の

地
震
は
発
生
す
る
状
況
に
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
そ
の
た
め
に
は

家
屋
等
の
耐
震
化
、
家
具
類
の
転

倒
防
止
対
策
な
ど
、
様
々
な
防
災

対
策
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
火

災
に
至
る
過
程
や
、
火
災
に
よ
る

中
性
帯
（
建
物
内
に
出
来
る
煙
の

境
目
）
の
煙
の
中
を
避
難
す
る
方

法
を
体
験
し
ま
し
た
。
地
震
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
震
度
七
の
地
震

を
体
験
し
、
そ
の
た
め
の
基
本
的

な
避
難
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

私
達
は
日
頃
、
で
き
る
こ
と
か

ら
今
直
ぐ
に
で
も
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

研
修
後
は
、
皇
居
外
苑
の
楠
公

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
っ
て
一

休
み
、帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

新荘地区歩く会　秋の水戸路を歩く

十
一
月
十
九
日
（
日
）、
新
荘
地
区
歩
く
会
が
、
さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
ス
ポ
レ
ク
部
計
画
に
よ

り
八
幡
宮
・
那
珂
川
及
び
旧
水
戸
城
下
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
救
護
・
昼
食
支
援
者
を
含

め
六
十
人
で
、
登
り
下
り
の
あ
る
約
八
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
九
時
か
ら
二
時
間
半
を
掛
け
歩
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
出
発
後
、
八
幡

宮
を
参
拝
。
そ
の
後
、
那
珂
川
堤
防
を
約
二
キ
ロ
歩

き
ま
し
た
。
途
中
、
万
代
橋
通
過
後
水
分
補
給
し
、
水

府
橋
を
過
ぎ
、
旧
城
下
に
至
る
杉
山
坂
を
上
り
ま
し

た
。
坂
上
の
二
中
わ
き
見
晴
ら
し
台
か
ら
那
珂
川
方

面
を
眺
望
、
そ
の
後
二
の
丸
展
示
館
を
見
学
、
弘
道

館
正
面
で
記
念
撮
影
し
、
紅
葉
の
弘
道
館
公
園
、
三

の
丸
跡
を
通
過
、
五
〇
号
線
を
一
気
に
歩
き
新
荘
市

民
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
ス
ポ
レ

ク
部
女
性
の
献
立
・
配
食
に
よ
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

の
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
サ
ラ
ダ
、
及
び
浅
漬

け
を
頂
き
ま
し
た
。

か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
し
た
が
、
一
人
の
落
伍
者

も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歩
数
は
約

一
万
一
千
歩（
男
子
）で
し
た
。

弘道館正門にて

新
荘
地
区
福
祉
講
演
会

認
知
症
を
し
る
た
め
の
第
一
歩
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新
荘
地
区
防
災
研
修
会

東
京
消
防
庁
・

本
所
防
災
館
災
害
体
験

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

中性帯煙での避難体験

上級生が積極的に炊飯袋を制作する様子



砂
久
保
稲
荷
神
社

・
別
雷
皇
太
神
分
社　

・
管
理
・
運
営
…
向
井
町
二
区
町
内
会

新
荘
一
丁
目
に
あ
る
砂
久
保
稲
荷
神

社
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
神
社
は
、
国

道
五
十
号
線
を
東
原
方
面
に
進
み
、
大

工
町
二
丁
目
交
差
点
を
右
折
し
て
進
む

と
、次
の
交
差
点
の
角
に
有
り
ま
す
。

○
由
緒

創
建
は
、
延
享
四
年
（
西
暦

一
七
四
七
年
）九
月
一
日
で
、
第
一
一
五

代
天
皇
桜
町
天
皇
、
江
戸
幕
府
徳
川
吉

宗
・
家
重
の
時
代
で
す
。

こ
の
神
社
は
、
当
時
、
こ
の
あ
た
り

に
光
学
院
と
い
う
別
当
修
験
（
社
僧
の

長
の
地
位
に
あ
る
修
験
者
（
山
伏
・
修

験
道
の
行
者
））
が
お
り
、
こ
の
別
当
修

験
が
矢
倉
方
の
御
用
金
具
師
岡
野
金
左

衛
門
と
い
う
地
元
有
力
者
と
計
り
、
氏

神
と
し
て
建
立
し
た
私
祭
社
で
す
。

信
仰
の
神
は
、
日
本
神
話
の

「
古
事
記
」
に
登
場
す
る
宇
迦
之

御
魂
神
（
う
か
の
み
た
ま
の
か

み
）
で
、「
日
本
書
紀
」
で
は
倉
稲

魂
命
と
表
記
し
ま
す
。
穀
物
の
神

で
、
古
く
か
ら
女
神
と
さ
れ
、
稲

荷
神
（
お
稲
荷
さ
ん
）
と
し
て
広
く
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
天
満
宮
と

稲
荷
明
神
を
合
祀
し
た
ら
し
く
、
当
時

は
、
商
売
繁
盛
、
子
育
て
稲
荷
と
し
て

近
隣
の
参
拝
者
が
多
く
、
特
に
水
商
売

の
方
に
信
仰
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

私
祭
社
と
は
い
え
、
徳
川
時
代
刊
行

さ
れ
た
神
社
便
覧
に
も
砂
窪
稲
荷
と
し

て
載
っ
て
お
り
、
当
時
は
か
な
り
立
派

な
社
殿
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

明
治
十
四
年
に
は
、
神
社
明
載
帳
に
登

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
昭
和
期
以
降
の
変
遷

昭
和
二
年
八
月
に
は
、
大
改
修
を
行

い
、
現
在
の
駐
車
場
を
含
む
境
内
に
は
、

本
殿
と
拝
殿
、
大
鳥
居
、
三
対
の
石
灯

籠
等
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
不
動
尊
も

鎮
座
さ
れ
、
周
囲
は
土
手
や
杉
木
立
て
、

大
榎
、
モ
ミ
の
大
木
等
に
囲
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
、

米
軍
大
空
襲
に
よ
り
全
て
を
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
、
神
社
再
建
の

た
め
専
売
公
社
水
戸
地
方
局
、
構
内
鎮

座
の
社
殿
の
寄
進
を
受
け
、
笠
間
稲
荷

神
社
よ
り
分
霊
を
迎
え
、
以
来
祭
神
と

し
て
祭
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
二
十
二
年
十
一
月
、
神

社
の
老
朽
化
に
伴
い
、
向
井
町
二
区
町

内
会
諸
氏
の
尽
力
に
よ
り
本
殿
の
新

築
、
境
内
の
整
備
が
な
さ
れ
、
現
在
の

神
社
が
完
成
し
ま
し
た
。

○
管
理
、
運
営
等

砂
久
保
稲
荷
神
社
の
管
理
、
運
営

等
は
当
初
、
同
神
社
の
周
辺
六
ヶ
町
が

行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
年

月
と
と
も
に
た
ず
さ
わ
っ
た
者
も
居
な

く
な
り
、
現
在
で
は
、
元
山
町
に
あ
る

別
雷
皇
太
神
の
分
社
と
し
て
、
同
神
社

の
所
在
す
る
向
井
町
二
区
町
内
会
が
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

祭
祀
は
同
町
内
会
が
執
り
行
い
、
一

月
一
日
元
旦
祭
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

二
月
初
午
の
日
に
は
別
雷
皇
太
神
宮
司

の
支
援
を
受
け
て
初
午
祭
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

○
町
内
会
活
動

向
井
町
二
区
町
内
会
で
は
、
通
常
の

活
動
の
他
に
、
砂
久
保
稲
荷
神
社
の
管

理
、
運
営
が
、
町
内
会
の
和
を
支
え
、
保

つ
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

他
の
町
内
会
と
異
な
る
特
色
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

新
荘
散
策

元旦祭　砂久保稲荷神社全景

友美会　民謡

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
神
尾
和
子

初午祭　別雷皇太神による御祓い

二
月
十
一
日
（
日
）
の
午
前
、
今
年
度

二
回
目
の
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
四
十
五
名
が
参
加
し
、
一
チ
ー
ム
三

名
の
十
三
チ
ー
ム
に
よ
り
一
チ
ー
ム
二
～

四
試
合
の
和
気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

今
回
、
賞
杯
「
は
か
ま
つ
か
杯
」
が
更
新

さ
れ
、
新
し
い
参
加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

《
結
果
》

　

優
勝　

塙
・
丹
尾
親
子
チ
ー
ム

　

二
位　

山
部
・
伯
耆
田
・
高
木
チ
ー
ム

　

三
位　

龍
崎
・
袴
塚
㊛
・
寺
門
チ
ー
ム

編

集

部

委

員

九
月
十
八
日
（
月
）、
新
荘
地
区
敬

老
会
が
快
晴
の
も
と
、
新
荘
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

招
待
者
一
一
七
九
人
中
四
四
二
人

が
出
席
し
、
式
典
で
は
市
長
は
じ
めはまゆう会　民舞

ご
来
賓
の
方
々
に
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
は
ま
ゆ

う
会
に
よ
る
民
舞
、
友
美
会
に
よ
る

太
鼓
お
ど
り
、
民
謡
が
行
わ
れ
、
楽
し

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
荘
地
区
敬
老
会

ユニカール大会決勝戦

新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い

平
成
二
十
九
年
度
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